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沖縄県金武町における
マングローブ林の持続的活用と保全に関わる包括的施策
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不適

好適

億首川

■億首川はマングローブの生育適地 ■マングローブ林の危機■マングローブ林は観光資源

■億首川環境保全推進連絡協議会（2015/3）
【目的】ステークホルダー間での情報共有

種子の着床を促進するための
河床の試験掘削（2017/3）

周辺の水田（田芋畑）と一体となった景観

豊かな生物多様性

ネイチャーみらい館の利用者数
2014年度 61000人
2020年度 98000人

【事務局】研究者など

【参加者】観光事業者、地元住民、研究者、金武町、沖縄県、内閣府

【第5次金武町総合計画】後期基本計画（金武町 2021）

“億首川マングローブ保全再生・活用計画（仮称）”を策定し、農業
と関連させながら、億首川沿いのマングローブ林を活用した観光・体
験メニューを推進できるよう、NPO や関係機関等との連携を図る

■億首川マングローブ保全再生・活用基本計画の策定（2022）

観光事業者、億首川周辺の農家、飲食業者、町の観光を担う観光協会等から
構成される新団体を発足し、億首川周辺の資源や施設の活用方法及び保全管
理方法、予算の検討、観光プログラムについて推進を図る場を構築

億首川周辺資源を保全再生してくための財源確保のため、利用者からのお金
を保全再生に還元する「億首川周辺環境協力金（案）」を制定し、その協力
金を利用して、清掃活動やマングローブの植栽等の保全再生活動を実施でき
るような体制構築

目標額3264800円
6914000円、全国460人

マングローブ林は
グリーンインフラ

• 圃場整備にともなう河道の直線化（狭窄化）
• 金武ダムの造築
• 橋の造築

• 倒木、枯死木の発生
• 河床浸食
• 土砂供給の変化

協議会

【参加者】観光事業者、研究者、金武町、沖縄県、内閣府

【目的】グリーンインフラとしてのマングローブ林の永続的な利用

【事務局】金武町

研究者による評価・診断

■総合計画にグリーンインフラとしてのマングローブ林を明記

展開

■億首川マングローブ保全再生・活用推進協議会（2018）

• マングローブの保全・再生を進める
• グリーンインフラとしてマングローブ林を永続的に利用していく仕組みの構築

■億首川マングローブ保全再生・活用基本計画の実施

【目標】

クラウドファンディング 苗木の植栽とモニタリング 金武町ツーリズム推進協議会
の発足
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